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劇
団
「
俳
優
座
」
は
、
千
田
是
也
代

表
の
元
、
創
立
七
十
四
年
の
老
舗
劇
団

で
、
名
だ
た
る
俳
優
は
、
数
知
れ
ず
… 

 

そ
の
「
俳
優
座
」
で
三
十
年
間
、
活

躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
川
井
康
弘
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
川
井
さ

ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
生
ま
れ
。
お
父

様
の
赴
任
先
の
仙
台
市
で
育
ち
、
剣
道

部
と
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
で
し
た
。 

 

中
学
三
年
生
の
時
、
東
京
に
転
校
。

そ
の
時
の
担
任
の
女
先
生
が
演
劇
部
の

顧
問
で
、「
下
町
だ
か
ら
男
子
部
員
が
い

な
い
の
。
川
井
君
は
、
声
も
体
も
大
き

い
か
ら
、
文
化
祭
の
舞
台
に
助
っ
人
で

出
て
く
れ
な
い
？
」
と
頼
ま
れ
、「
夕
鶴
」

の
与
ひ
ょ
う
役
で
出
演
す
る
事
に
。
こ

の
稽
古
中
に
名
女
優
、
山
本
安
英
さ
ん

に
出
会
い
、
衝
撃
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
す
。「
大
切
な
人
を
失
っ
た
悲
し
み
や

苦
し
み
は
、
貴
方
の
体
を
通
し
て
し
か

表
現
で
き
な
い
の
。
演
技
は
要
ら
な
い
。

嘘
を
つ
か
な
い
で
ね
」
と
。
初
め
て
、

客
席
か
ら
拍
手
を
受
け
た
興
奮
が
後
々

に
繋
が
っ
た
の
か
も
…
と
は
、
ご
本
人

の
分
析
。 

 

そ
の
後
、
都
立
小
岩
高
校
に
入
学
（
大

竹
し
の
ぶ
さ
ん
母
校
）
。
あ
る
き
っ
か
け

か
ら
、
映
画
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

格
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
所
属
し
、
演

劇
部
に
も
入
部
。
学
業
と
芸
能
活
動
を

両
立
さ
せ
な
が
ら
卒
業
。
芸
術
大
学
の

受
験
に
失
敗
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ダ
ン

ス
留
学
し
ま
す
。
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
で
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、「
演
技
理
論

は
、
ち
ゃ
ん
と
日
本
で
勉
強
し
て
、
理

解
し
て
か
ら
戻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
学
校
長
の
マ
ー
サ
ー
・
グ
レ
ア
ム
女

史
に
勧
め
ら
れ
て
帰
国
。
再
度
、
桐
朋 

学
園
短
期
大
学
演
劇
専
攻
（
旧
・
俳
優

座
養
成
所
）
を
受
験
し
合
格
。
し
か
し
、

同
級
生
六
十
名
に
対
し
、
俳
優
座
に
合

格
出
来
る
の
は
二
、
三
名
の
み
。
卒
業

公
演
で
主
役
を
勝
ち
取
り
、
演
技
理
論

の
基
礎
も
学
び
、
見
事
入
団
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
入
団
後
に
は
、
研
究
生
二
年
間
、

準
劇
団
員
三
年
間
、
毎
年
査
定
が
あ
り
、

舞
台
に
出
演
す
る
傍
ら
、
ス
タ
ッ
フ
や

雑
用
の
修
業
。
五
年
後
、
晴
れ
て
劇
団

員
と
し
て
認
め
ら
れ
た
大
役
は
、
栗
原

小
巻
さ
ん
の
相
手
役
と
し
て
の
抜
擢
で

し
た
。
近
年
で
は
「
蟹
工
船
」「
い
の
ち

の
渚
」
な
ど
で
主
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

初
舞
台
以
降
は
、
俳
優
座
の
み
な
ら
ず
、

音
楽
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
演
劇
講
師
、

ナ
レ
ー
タ
ー
、
企
業
研
修
講
師
、
司
会

な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。（
昨
年
は
日
本
工
学
院
蒲
田
校
で
講

師
を
し
て
い
ま
し
た
。
） 

 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
初
出
演
の
「
ト
ラ
ッ
プ
一
家
物
語
」

（
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）

で
主
演
し
た
元
劇
団
「
四
季
」
の
女
優
、

堂
ノ
脇
恭
子
さ
ん
と
二
十
一
年
前
に
ご

結
婚
さ
れ
、
東
矢
口
二
丁
目
の
実
家
近

く
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二

十
九
年
五
月
に
は
、
手
塚
治
虫
原
作
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ブ
ッ
ダ
」
が
ア

プ
リ
コ
ホ
ー
ル
で
上
演
。
語
り
部
の
役

で
出
演
し
、
地
元
で
の
開
催
と
い
う
事

で
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。「
蒲

田
の
地
で
、
芝
居
が
出
来
る
事
の
幸
せ

と
、
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
川
井

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
私
達
に
楽
し
い
舞

台
を
届
け
て
下
さ
い
。 

（
取
材 

佐
藤
・
近
藤
・

橋
委
員
） 
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寄
贈
協
定
締
結
式 

去
る
六
月
八
日 

(

金)

、
大
田
区
役
所

庁
議
室
で
、
こ
の
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
田
区
側
か
ら
松
原
忠
義 

(

区
長)

、

清
水
耕
次 

(

副
区
長)

、
小
泉
貴
一(

地

域
カ
推
進
部
長)

 

の
三
氏
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
側
か
ら
は
キ
ン
・
ニ
ラ
・
ソ
ー 

(

駐

日
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
公
使
参
事
官)
、

山
本
祐
ノ
介 

(

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
立
交
響

楽
団
音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー)

、 

小
山
京

子 
(

ピ
ア
ニ
ス
ト)

 

の
三
氏
が
出
席
。

さ
ら
に
、
大
田
区
ハ
イ
ド
ン
室
内
管
弦

楽
団
関
係
者 

(

横
山
宗
夫
顧
問
、

川

武
夫
後
援
会
長
、
宮
崎
豊
団
員
、
水
越

千
代
子
団
員)

 

及
び
蒲
田
西
特
別
出
張

所 
(

荒
浪
明
子
所
長)

 

が
立
会
い
ま
し

た
。 

 

                   

協
定
書
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共

和
国
の
代
表
者
と
し
て
国
立
交
響
楽
団

理
事
長
の
サ
イ
ン
が
予
め
現
地
で
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
日
は
、
松
原
区
長
と
同

楽
団
の
代
理
輸
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
る
山
本
氏
が
署
名
し
、
キ
ン
・

ニ
ラ
・
ソ
ー
、
松
原
、
山
本
各
氏
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
山
本
氏 

か
つ
て
太
平
洋
戦
争
の
戦
場
に
も
な

り
、
竹
山
道
雄
の
作
品
「
ビ
ル
マ
の
竪

琴
」
で
も
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧

称
は
ビ
ル
マ
で
し
た
。
現
在
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
連
邦
共
和
国
。
人
口
約
五
一
〇
〇

万
、
首
都
は
ネ
ピ
ド
ー
。
ビ
ル
マ
族
ほ

か
の
多
民
族
国
家
で
す
。 

ピ
ア
ノ
の
寄
贈
先
で
あ
る
国
立
交
響

楽
団
は
二
〇
〇
一
年
の
設
立
。
政
治
情

勢
か
ら
活
動
は
二
〇
〇
四
年
に
停
止
状

態
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
に
な
っ
て
再

開
さ
れ
、
翌
年
、
山
本
祐
ノ
介
夫
妻
が

指
導
者
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
す
。 

※ 

山
本
祐
ノ
介
氏 

(

一
九
六
三
―)

 

は
東
京
芸
大
を
経
て
同
大
学
院
修
了
、

チ
ェ
リ
ス
ト
、
指
揮
者
、
作
・
編
曲

家
と
し
て
著
名
で
す
。 

故
山
本
直
純

氏
の
二
男
で
、
夫
人
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
小
山
京
子
氏
。 

そ
の
山
本
氏
に
よ
る
と
、
楽
団
に
接

し
た
初
め
は
び
っ
く
り
。
ピ
ア
ノ
を
開

け
た
ら
カ
ビ
が
舞
い
あ
が
り
、
金
管
楽

器
の
隙
間
か
ら
音
が
漏
れ
て
い
た
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
譜
面
を
読
め
な
い
団
員
も

い
た
と
か
。
…
…
で
も
今
は
楽
団
員
の

技
術
も
向
上
し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
た

い
と
い
う
プ
ロ
意
識
は
誰
に
も
負
け
な

い
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

寄
贈
に
至
る
経
緯 

① 

「
わ
が
町
、
聴
衆
と
共
に
歩
む
」
が
モ

ッ
ト
ー
の
大
田
区
ハ
イ
ド
ン
室
内
管
弦

楽
団
（
本
紙
第
三
二
号
参
照
）
は
三
一

年
の
歴
史
を
も
ち
、
区
民
セ
ン
タ
ー
音

楽
ホ
ー
ル
の
演
奏
会
で
も
お
な
じ
み
で

旧
区
民
セ
ン
タ
ー
の
ピ
ア
ノ
が 

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ 

本
年
三
月
末
日
に
閉
館
し
た
、
旧
大
田
区
民
セ
ン
タ
ー
（
新
蒲
田
一
丁
目
）
―
。 

そ
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
二
台
が
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
の
国
立
交
響
楽
団
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、

今
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
黎
明
期
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ピ
ア
ノ
を
通
じ
て
、
同
国
の

文
化
振
興
及
び
音
楽
水
準
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

「
こ
の
機
会
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
絆
を
よ
り
深
め
、
〝
国
際
都
市
お
お
た
〟
を

更
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
松
原
区
長
は
語
っ
て
い
ま
す
。 

協
定
書
を
持
つ
松
原
区
長
と
キ
ン
・
ニ
ラ
・
ソ
ー 

参
事
官 

 

左
は
山
本
祐
ノ
介
氏 

寄
贈
協
定
締
結
式
出
席
者 
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し
た
。
山
本
直
純
作
曲
（
山
本
祐
ノ
介

編
曲
） 
「
寅
さ
ん
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
や

べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
七
番
な
ど
、

山
本
祐
ノ
介
氏
の
指
揮
・
指
導
を
仰
い

で
き
ま
し
た
。 

一
方
で
山
本
夫
妻
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
立
交
響
楽
団
の
音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
熱
心
に
活
動
中
で
す
が
、
依
然

と
し
て
十
分
な
楽
器
に
は
恵
ま
れ
ず
、

こ
と
に
コ
ン
サ
ー
ト
用
の
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
に
窮
余
し
て
い
る
楽
団
の
現
状
を

た
ま
た
ま
〝
世
間
話
と
し
て
〟
ハ
イ
ド

ン
の
宮
崎
豊
団
員
―
前
出
―
に
漏
ら
さ

れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

寄
贈
に
至
る
経
緯 

② 

 

そ
の
話
が
区
民
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
と

か
さ
な
り
、
検
討
中
で
あ
っ
た
二
台
の

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
活
用
先
と
し
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
立
交
響
楽
団
が
浮
上
し

た
の
で
す
。 

そ
し
て
、
大
田
区
ハ
イ
ド
ン
室
内
管

弦
楽
団
及
び
同
後
援
会
の
方
々
が
仲
介

役
と
な
っ
て
、
今
回
の
寄
贈
が
実
現
し

た
と
い
う
次
第
で
す
。 

 

な
お
、
寄
贈
に
先
立
ち
、
山
本
夫
妻

は
区
民
セ
ン
タ
ー
の
音
楽
ホ
ー
ル
を
訪

ね
、
ス
テ
ー
ジ
で
二
台
の
ピ
ア
ノ
を
演

奏
。
ピ
ア
ノ
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る

音
色
を
も
ち
、
維
持
管
理
の
良
さ
か
ら

素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
で
あ

る
と
の
評
価
を
下
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

                 

さ
よ
な
ら
音
楽
ホ
ー
ル 

旧
区
民
セ
ン
タ
ー
の
音
楽
専
用
ホ
ー

ル
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
存
在
で
、
プ

ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
、
そ
の
音
響
の
良

さ
で
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
も
「
か
ま
に
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

実
行
委
員
長
を
務
め
る
加
藤
公
子
氏
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
私
た
ち
の
〝
み
ち
づ
か
コ
ー
ラ
ス
〟

は
平
成
一
五
年
か
ら
〝
み
ち
づ
か
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〟
で
五
回
、
〝
か

ま
に
し
コ
ン
サ
ー
ト
〟
で
一
〇
回
、
都

合
一
五
年
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
ホ
ー
ル

で
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
あ
の
ピ
ア
ノ
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
渡 

る
と
聞
い
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
い 

                 

つ
の
日
か
、
か
の
国
か
ら
喜
び
の
便
り

が
届
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
あ
の
素
晴

ら
し
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
、
そ
っ
と
心

に
し
ま
い
ま
し
た
…
…
」 

 

 

ま
た
、
混
声
合
唱
団
Ｇ
Ｙ
Ｃ
の
青
木

亮
氏
は
、
こ
の
ピ
ア
ノ
と
は
「
中
学
生

の
こ
ろ
に
出
会
い
、
以
来
三
〇
年
間
変

わ
ら
ず
そ
こ
に
あ
っ
た
」
と
愛
惜
の
情

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。 

 
〈
注
〉
寄
贈
協
定
締
結
式
に
関
す
る
資 

料
は
蒲
田
西
特
別
出
張
所
の
提
供
に

よ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
取
材 

山
口
委
員
） 

  

             

                    

（上） 寄贈されたピアノ 

①フルコンサートグランドピアノ（ヤマハ製ＣＦ１１１） 

②セミコンサートグランドピアノ（日本楽器・現ヤマハ製ＣＳ）  

他に、ピアノ用椅子２脚、スツール１脚、ピアノリフター１台が添えられた。 

（下） プレート  ピアノの内側に取り付けられた。 

（左） ミャンマーからの礼状   ミャンマー国立交響楽団の上部組織＝ミャンマー国

立放送のゼネラルディレクター名、松原区長あての礼状。９月１５日付、プレ

ートに印字されている。 

     わが交響楽団を向上させるための寛大なご寄付、そして絶え間ないご支援に

感謝する旨が記され、次の一文で終わっている。 

       Once again our heartfelt gratitude. 
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映
画 

『
お
早
よ
う
』 
と
は 

小
津
安
二
郎
（
一
九
〇
三
―
一
九
六

三
）
に
よ
る
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）

年
の
松
竹
映
画
で
、
監
督
五
〇
作
目
で

す
。 一

九
五
八
年
一
〇
月
、
『
東
京
物
語
』

が
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
で
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
賞
を

受
賞
。
一
一
月
、
小
津
監
督
は
映
画
人

と
し
て
初
め
て
紫
綬
褒
章
を
受
け
、
翌
年

一
月
に
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
。 

名
実
と
も
に
映
画
界
の
重
鎮
と
な
っ
た

直
後
に
小
津
監
督
が
選
ん
だ
の
は
郊
外
の

新
興
住
宅
地
を
舞
台
に
元
気
な
子
供
た

ち
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
大
人
た
ち
を
コ
メ

デ
ィ
タ
ッ
チ
で
描
い
た
『
お
早
よ
う
』
で

し
た
。 

本
作
で
子
供
た
ち
が
オ
ナ
ラ
遊
び
を

す
る
場
面
が
出
て
き
ま
す
が
、「
オ
ナ
ラ
」

を
使
う
ギ
ャ
グ
は
、
小
津
監
督
が
サ
イ

レ
ン
ト
の
時
代
か
ら
温
め
て
い
た
ア
イ

デ
ア
だ
そ
う
で
す
。
一
九
五
九
（
昭
和

三
四
）
年
一
月
に
ロ
ケ
ハ
ン
、
二
月
か

ら
四
月
ま
で
撮
影
、
五
月
に
公
開
さ
れ

た
、
小
津
監
督
二
本
目
の
カ
ラ
ー
作
品

で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
全
編
鑑
賞
で
き
ま
す

し
、
一
部
で
あ
れ
ば
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で 

      

も
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

あ
ら
す
じ 

郊
外
の
住
宅
で
は
、
長
屋
の
よ
う
に

数
軒
の
家
族
が
隣
り
合
っ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
林
家
の
息
子
の
実
と
勇
は
、

テ
レ
ビ
が
ほ
し
い
と
両
親
に
ね
だ
り
ま

す
が
聞
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
子
供
た

ち
は
、
テ
レ
ビ
を
買
っ
て
も
ら
え
る
ま

で
口
を
き
か
な
い
と
い
う
ス
ト
ラ
イ
キ

を
し
て
、
つ
い
に
買
っ
て
も
ら
う
の
で

し
た
。 

                

 

               

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
所
は 

ド
ラ
マ
も
面
白
く
昭
和
三
○
年
代
の

雰
囲
気
が
な
ん
と
も
懐
か
し
い
で
す
が
、

皆
様
に
ぜ
ひ
観
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

舞
台
と
な
っ
て
い
る
矢
口
渡
駅
か
武
蔵

新
田
駅
か
ら
多
摩
川
土
手
に
向
か
っ
て

土
手
の
手
前
に
あ
る
設
定
の
住
宅
と
、

土
手
を
歩
い
て
通
学
す
る
子
供
た
ち
の

背
景
に
、
今
も
私
た
ち
が
多
摩
川
に
行

く
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
旧
ラ
ジ
オ
関

東
（
現
ア
ー
ル
エ
フ
・
ラ
ジ
オ
日
本
）

電
波
塔
等
の
風
景
が
映
り
こ
ん
で
い
る

所
で
す
。
兄
弟
が
警
官
に
見
つ
か
る
水

門
は
今
も
そ
の
ま
ま
で
す
。
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

（
取
材 

大
良
委
員
） 

 

           

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 ３２，２８２人  

女 ２９，９４５人  

計 ６２，２２７人  

世帯 ３５，３５０世帯  

平成３０年 １１月１日現在 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 

 
 

映
画
『
お
早
よ
う
』 

  

多摩川土手で兄（実：左から 2 人目）と弟（勇：左） 

 

「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

情
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

感
想
、 

ま
た
は
投
稿
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局 

 

蒲
田
西
特
別
出
張

所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
一-

一 

電
話 

 

３
７
３
２
・
４
７
８
５ 

お父さんは笠智衆さん、お母さんは三宅邦子さんで

す。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E6%B4%A5%E5%AE%89%E4%BA%8C%E9%83%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E7%89%A9%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%A5%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%AB%E7%B6%AC%E8%A4%92%E7%AB%A0

